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令和４年７月２０日 

障 害 福 祉 部 

障 害 施 策 推 進 課 

 

せたがやノーマライゼーションプラン～世田谷区障害施策推進計画～の 

令和３年度実績の報告等について 

 

１ 主旨 

国の「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための 

基本的な指針」に定められた、せたがやノーマライゼーションプラン～世田谷区障 

害施策推進計画～の成果目標及び活動指標等の実績・評価について報告する。 

 

２ 成果目標及び活動指標等の実績・評価等 

（１）せたがやノーマライゼーションプラン～世田谷区障害施策推進計画～に基づ 

く障害福祉サービス等の成果目標と実績  … 別紙４－１のとおり 

（２）障害福祉サービス等の計画と実績兼成果目標達成のための活動指標  

… 別紙４－２のとおり 

（３）地域生活支援事業の計画と実績 … 別紙４－３のとおり 

 

３ その他 

  せたがやノーマライゼーションプラン～世田谷区障害施策推進計画～の各施策 

の取組状況については、別途改めて報告する。 

 

［お問い合わせ先］ 

障害施策推進課計画担当 中塩屋 今田 

電話 03-5432-2958 FAX 03-5432-3021 

Email: sea02083@mb.city.setagaya.tokyo.jp 

 

資料４ 
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せたがやノーマライゼーションプラン（令和３年度～令和５年度）の成果目標と実績 別紙4-1

計画 a 実績b 計画 a 実績b 計画 実績

①地域移行者数
計60人

（13％　内7％は前
期未達成分）

計9人 計10人
計22人

※1
計35人 計60人

②施設入所者数
453人

（1.6％　8人減）
461人 457人

437人
※2,3

455人 453人

①地域生活支援拠点等の確
保

令和4年度
に運用開始

検討 機能の確保

令和4年
度の運用
開始に向
けた検討

面的整備
1か所運用

運用

②運用状況の検証及び検討
運用開始の翌年度

より実施
― ― ― ― １回

（３）福祉施設等から一般就労への移行等

　　就労移行支援事業
52人

（1.22倍）
43人 45人 46人 48人 52人 概ね計画どおりに推移し た。

　　就労継続支援A型事業
1人

（1.26倍）
0人 １人 1人 １人 １人 概ね計画どおりに推移し た。

　　自立訓練事業
5人

（1.2倍）
4人 4人 5人 5人 5人 概ね計画どおりに推移し た。

　　就労継続支援B型事業
15人

（1.2倍）
13人 13人 7人 14人 15人 概ね計画どおりに推移し た。

②障害者就労支援センターか
ら一般就労への移行者数

101人
（1.22倍）

83人 89人 60人 95人 101人 概ね計画どおりに推移し た。

③就労定着支援利用者数 167人 84人 110人 68人 137人 167人 １箇所３０人分の定員増を行っ た。

④就労移行支援事業等を通じ
て一般就労に移行する者の
就労定着支援の利用【新規】

70% ― 70% 51% 70% 70% 実利用者は概ね計画どおりに推移し た。

⑤就労定着支援事業の就労
定着率【新規】

就労定着率が80％
以上の事業所を全

体の70％以上
― 70% 67% 70% 70% 概ね計画どおりに推移し た。

【成果目標の達成に向けた取組み状況と
評価】
障害者就労支援センターを核として、就労
支援施設間を含めた世田谷区就労支援
ネットワークの強化を図り、一般就労への
移行に向けて取り組みを実施したが、計
画を達成できなかった。
就労定着支援事業の充実に努めたが、利
用者数や一般就労に移行する者の利用
割合、就労定着率は、いずれも計画を達
成できなかった。

【令和４年度における改善点など】
コロナ禍から回復傾向にある企業の雇用
状況を機に、世田谷区就労支援ネットワー
クの更なる強化を図り、障害特性に応じた
支援を提供することで一般就労への移行
者数を増やすとともに、就労定着支援事
業を推進し、安定・充実した就労生活の継
続を図る。

【成果目標の達成に向けた取組み状況と
評価】
保健福祉センター保健福祉課において、
施設訪問等を通じて入所者等の意向や施
設の意見を確認しながら、地域移行に関
する相談に対応し、令和２年度及び令和３
年度の２ヵ年で２２人の施設入所者が地域
に移行した。
施設入所者数は、計画値より２０人下回
り、計画目標を達成した。

【令和４年度における改善点など】
今後も入所者等の状況や意向を確認しな
がら、丁寧な対応を進めていく。

※1 　地域移行者の内訳
       令和元年度から令和３年度実績
　　　在宅８人、グループホーム１２人、
　　　サービス付高齢者向け住宅 ２人
　　　計２２人
※２　 施設入所者の減員の内訳
       令和元年度から令和３年度実績
　　　死亡 １９人、入院 １人
　　　障害の他施設へ入所 ６人、
　　　地域移行者 ２２人
　　　計 ４８人
※３　障害者支援施設梅ヶ丘入所者
           ３９人含む

【成果目標の達成に向けた取組み状況と
評価】
　令和３年度より検討を開始し 、令和４年
２月７日の福祉保健常任委員会において
検討状況を報告した。その後、当事者や
家族、障害者団体、自立支援協議会や専
門家会議等から意見を伺いながら検討を
進め、素案をまとめた。
　緊急時の相談や対応について、また、拠
点等整備事業を構成する機能について
は、他の機能を含め一定程度揃ってきて
いるが、多くの事業者の参加により障害者
や家族を支える仕組みの構築に取り組む
必要がある。
【令和４年度における改善点など】
　地域生活支援拠点等整備事業の実施に
あたっては、北沢地域をモデル地域とし
て、障害者や介護者の緊急時に対応する
事業等を令和４年１０月に試行開始し、令
和５年度以降に区内全域に展開する。

令和元年度
末実績

（２）地域生活支援拠点等が有する機能の充実

73人
（1.22倍）

60人

項目

①就労移行支援事業等（生活
介護、自立訓練、就労移行支
援、就労継続支援）から一般
就労への移行者数の計

64人 59人 68人 73人

令和３年度の取組状況と令和４年度の取
組み
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平成30年度取組み状況や評価など

２箇所５0人分の定員増を行っ た。
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数
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た
。

（１）福祉施設の入所者の地域生活への移行

令和5年度末目標
令和３年度 令和４年度 令和５年度



（４）障害児支援の提供体制の整備等

①児童発達支援センターの設置 １か所以上 2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 サービス利用者が下回っ たため。

②保育所等訪問を利用できる体
制の構築

有 有 有 有 有 有 サービス利用者が下回っ たため。

③主に重症心身障害児を支
援する児童発達支援事業所
の確保

１か所以上 6か所 7か所 8か所 8か所 9か所

2
7
人
分
の
グ
ル

④主に重症心身障害児を支
援する放課後等デイサービス
事業の確保

１か所以上 3か所 4か所 5か所 5か所 6か所

2
7
人
分
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

⑤医療的ケア児支援のため
の関係機関の協議の場の設
置

有 有 有 有 有 有 計画どおりに推移し た。

⑥医療的ケア児等に関する
コーディネーターの配置【新
規】

有 ― 有 有 有 有 計画どおりに推移し た。

（５）相談支援体制の充実・強化等【新規】

①総合的・専門的な相談支援
の実施

実施 ― 実施 実施 実施 実施

事
業
所
は
増
え
た

②相談支援体制の強化を実
施する体制の確保

体制確保 ― 体制確保 体制確保 体制確保 体制確保 概ね計画どおりに推移し た。

（６）障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築【新規】

【成果目標の達成に向けた取組み状況と
評価】
障害児支援の提供体制について、積極的
に確保に努め、児童発達支援センターの
設置や保育所等訪問支援を利用できる体
制の構築、主に重症心身障害児を支援す
る児童発達支援事業所や放課後等デイ
サービス事業について、計画を達成するこ
とができた。
　また、医療的ケア児支援のための関係
機関の協議の場の設置やコーディネー
ターの配置など環境整備に努め、計画を
達成することができた。
【令和４年度における改善点など】
今後も障害児の状況等を確認しながら、
障害児支援の提供体制の整備を図る。

【成果目標の達成に向けた取組み状況と評
価】
地区の特定相談支援事業所、地域の地域障
害者相談支援センターぽーと、全区を担う基
幹相談支援センターによる相談支援体制を構
築しており、相談支援専門員初任者研修等に
よる人材育成や相談支援体制の強化を図って
いる。

【令和４年度における改善点など】
相談支援専門員のスキルアップ、各相談機
関、関係機関との連携を引き続き図ることで相
談支援体制の充実・強化を進めていく。
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①障害福祉サービス等の質を
向上させるための取組に係る
体制の構築

体制確保 ― 検討 検討 体制構築 体制構築 通所施設の増による。

【成果目標の達成に向けた取組み状況と
評価】
　関係所管と協力し、各サービス事業所へ
実地検査を行い、質の向上に向け指導等
を行った。

【令和４年度における改善点など】
　実地検査のみではなく、区内事業所全体
の質の向上に向けた取り組みを検討して
いく。



障害福祉サービス等の計画と実績兼成果目標達成のための活動指標(1か月あたり) 別紙4-2

事業名 計画 実績 計画 a 実績b 計画 a 実績b 計画 実績

①居宅介護

②同行援護

③行動援護

④重度訪問介護

⑤重度障害者等
包括支援

人日分 21,420 21,604 22,411 22,558 22,859 23,316 100.7

人/月 1,190 1,165 1,223 1,190 1,247 1,272 97.3

②療養介護 人/月 71 72 70 75 71 71 107.1 概ね計画どおりに推移し た。概ね計画どおりに推移した。

人日分 3,800 2,493 2,765 3,334 2,793 2,821 120.6

人/月 400 392 552 449 558 563 81.3

人日分 266 255 237 357 237 237 150.6

人/月 38 8 11 10 11 11 90.9

①施設入所支援 人/月 464 450 455 445 453 456 97.8 計画どおりに推移し た。概ね計画どおりに推移した。

①自立生活援助
※令和３年度よ
り目標値を年間
実利用者数から
月利用者数に変
更

人/月 26 37 6 2 7 8 33.3 サービス利用者が下回っ たため。当初計画を下回る実績となった。

①自立生活援助
（内　精神）【新規】

人/月 ― ― 5 2 5 6 40.0 サービス利用者が下回っ たため。当初計画を下回る実績となった。

②共同生活援助 人/月 437 486 515 540 557 601 104.9

2
7
人
分

新たに６ヶ所２６人分のグループホー
ムの整備誘導を図り、利用者数が増
加した。

②共同生活援助
（内　精神）【新
規】

人/月 ― ― 164 170 177 191 103.7

2
7
人
分

概ね計画どおりに推移した。

人日分 144 165 197 247 197 197 125.4

人/月 24 27 30 28 30 30 93.3

人日分 1,010 1,359 996 1,589 996 1,007 159.5

人/月 101 102 96 119 96 97 124.0

人日分 ― ― 180 355 180 180 197.2

人/月 ― ― 6 13 6 6 216.7

人日分 4,245 4,275 4,256 4,375 4,384 4,512 102.8

人/月 283 252 266 256 274 282 96.2

人日分 1,037 978 1,015 1,049 1,015 1,015 103.3

人/月 61 57 61 62 61 61 101.6

人日分 19,056 17,523 18,324 18,970 18,855 19,402 103.5

人/月 1,191 1,222 1,245 1,255 1,281 1,318 100.8

⑦就労定着支援 人/月 71 105 83 126 103 125 151.8 利用者数が増加した。

①計画相談支援 人/月 1,008 867 870 867 957 1,053 99.7

事
業
所
は

概ね計画どおりに推移した。

②地域移行支援 人/月 17 14 12 8 14 15 66.7 概ね計画どおりに推移し た。当初計画を下回る実績となった。

②地域移行支援
（内　精神）【新

人/月 ― ― 11 8 13 14 72.7 概ね計画どおりに推移し た。当初計画を下回る実績となった。

③地域定着支援 人/月 9 7 9 6 10 11 66.7 利用者の増による。 当初計画を下回る実績となった。

③地域定着支援
（内　精神）【新
規】

人/月 ― ― 9 6 10 11 66.7 利用者の増による。 当初計画を下回る実績となった。
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達

R３
達成度
b/a %

95.0

104.4

平成30年度取組み状況や評価など

(1)訪問系サービス

区分
単位

令和２年度 令和３年度 令和４年度

1,286

時間/
月

人/月

78,963 77,919 81,177

(2)日中活動系サービス

概ね計画どおりに推移し た。

概ね計画どおりに推移し た。

各
サ
ー
ビ
ス
と
も
利
用

２箇所５0人分の定員増を行っ た。

77,100 84,424

概ね計画どおりに推移し た。

④短期入所
(医療型)

利
用
者

①生活介護

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移し た。利用者数が多く推移した。

概ね計画どおりに推移し た。

概ね計画どおりに推移し た。

１箇所３０人分の定員増を行っ た。

令和３年度の実施状況や評価など

利用者は増加したが、サービスの利
用量（時間数）は計画を下回った。

概ね計画どおりに推移した。

利用者数が多く推移した。

利用者数が多く推移した。

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移した。

①自立訓練
(機能訓練)

②自立訓練
(生活訓練)

⑥就労継続
支援(B型)

③自立訓練
(宿泊型)【新規】

③短期入所
(福祉型)

(3)施設系サービス

(４)居住支援系サービス

(５)訓練系・就労系サービス

⑤就労継続
支援(A型)

④就労移行支援

1,096 1,236 1,237 1,291

令和５年度

87,801

1,338

(５)相談支援

mailto:指定特定相談支援事業所が増加しqt@、増えたが、約４，9００人の計画を作成するにはまだ十分ではない。　全員の計画作成を確保するため、主任者研修の継続実施などにより専門相談員の拡充を図るなど今後もより一層の拡充に取り組んでいく。なお、平成２７年度中の暫定実施である代替プランによる計画が終了したことから、3１年3月末現在　計画作成実績は、障害者・児ともに１００％に達した。（セルフプランも含まれる）
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mailto:指定特定相談支援事業所が増加しqt@、増えたが、約４，9００人の計画を作成するにはまだ十分ではない。　全員の計画作成を確保するため、主任者研修の継続実施などにより専門相談員の拡充を図るなど今後もより一層の拡充に取り組んでいく。なお、平成２７年度中の暫定実施である代替プランによる計画が終了したことから、3１年3月末現在　計画作成実績は、障害者・児ともに１００％に達した。（セルフプランも含まれる）
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人日分 3,985 4,499 4,545 6,092 4,772 5,011 134.0 通所施設の増による。

人/月 797 1,168 1,260 1,495 1,324 1,390 118.7 サービス利用者の増による。

人日分 2 4 2 43 2 2 2,150.0

人/月 1 2 1 8 1 1 800.0

人日分 10,864 9,038 9,620 10,452 10,101 10,606 108.6 事業所の閉鎖による。

人/月 1,358 1,696 1,857 1,818 1,950 2,048 97.9 サービス利用者の増による。

人日分 3 11 5 107 5 5 2,140.0

人/月 3 7 3 51 3 3 1,700.0

人日分 72 17 72 12 72 72 16.7

人/月 8 3 7 2 7 7 28.6

①障害児相談支援 人/月 339 328 301 353 316 332 117.3 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。概ね計画どおりに推移した。

①関連分野の支
援を調整する
コーディネーター
の配置人数

人 ― ― 4 1 5 5 25.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

令和３年８月に医療的ケア相談支援
センターを開設し、医療的ケア児等
コーディネーター有資格者を配置

①ペアレントプロ
グラム等の受講
者数

人 ― ― 14 8 14 14 57.1 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、プログラムの一部を中止とした
ため計画を下回る実績となった。

②ペアレントメン
ターの人数

人 ― ― 4 5 5 6 125.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。概ね計画どおりに推移した。

③ピアサポート
の活動への参加
人数（みつけば
ルーム参加者

延べ
人数

― ― 1,100 1,617 1,100 1,100 147.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。計画を上回る実績となった。

①協議の場参加
者数

人 ― ― 25 25 25 25 100.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（保健） 人 ― ― 5 3 5 5 60.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（医療ー
精神科）

人 ― ― 1 2 1 1 200.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（医療ー
精神科以外）

人 ― ― 7 5 7 7 71.4 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（福祉） 人 ― ― 10 13 10 10 130.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（介護） 人 ― ― 1 0 1 1 0.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（当事者） 人 ― ― 1 2 1 1 200.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

①同上（家族等） 人 ― ― 0 0 0 0 － 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

②協議の場にお
ける目標設定及
び評価の実施回
数

回 ― ― 2 2 2 2 100.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。計画通りの実施である。

(８)医療的ケア児支援【新規】

(９)発達障害者等に対する支援【新規】

(１０)精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築【新規】

精神障害者等支援連絡協議会等の
意見を踏まえながら、精神科病院の
長期入院者に対する訪問支援事業
などの施策を着実に進めている。

当初計画を下回る実績となった。

利用者数が増加した。

利用者数が増加した。

概ね計画どおりに推移した。

利用者数が増加した。

(７)障害児相談支援

(６)障害児通所支援

①児童発達支援

②居宅訪問型児
童発達支援

③放課後等デイ
サービス

④保育所等訪問
支援

⑤医療型児童発
達支援

ほ
ぼ
計

区
内
に

平
成
3



①総合的な相談
支援の実施見込
み

有無 ― ― 有 有 有 有 － 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

基幹相談支援センターを中心に人材
育成、特定相談支援事業所への支

援を実施

②相談支援事業
者の訪問等によ
る専門的な指
導・助言件数

件 ― ― 47 38 59 71 80.9 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

基幹相談支援センターを中心に人材
育成、特定相談支援事業所への支

援を実施

③相談支援事業
者の人材育成の
支援件数

回 ― ― 30 54 30 30 180.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

基幹相談支援センターを中心に人材
育成、特定相談支援事業所への支

援を実施

④相談機関との
連携強化の取組
の実施回数

回 ― ― 5 17 5 5 340.0 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

基幹相談支援センターを中心に人材
育成、特定相談支援事業所への支

援を実施

①都の研修への
参加人数

人 ― ― 10 - 10 10 － 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。参加を希望する者がいなかった為。

①自立支援シス
テムの審査支払

有無 ― ― 検討 有 有 有 － 区内約２，４００人の児童の計画作成を行っ ている。

事業所からの審査支払結果に関する
問い合わせに対し、問題点等を的確
に伝え、適切な請求ができるよう調
整を行った。

(１２)サービスの質向上【新規】

(１１)相談支援体制の充実強化【新規】



別紙4-3

計画 実績 計画 a 実績 b 計画 実績 計画 実績

実施の有無 有 有 有 有 有 有
障
害
者

障害者週間記念事業（区民ふれあいフェスタ）
を実施した。

実施の有無 有 有 ― ― ― ―

地
域
包
括

ヘルプマークの頒布を都包括補助事業を活用
し実施

①障害者相談支援事
業

実施箇所数 箇所 5 5 5 5 5 5 100%

地
域
障
害
者

各地域における障害者相談支援センターにお
いて、障害種別を問わない幅の広い相談支援
を実施

　基幹相談支援セン
ター

設置の有無 有 有 有 有 有 有
基幹相談支援センターによる人材育成、特定
相談支援事業所への支援を実施

②基幹相談支援セン
ター等機能強化事業

実施の有無 有 有 有 有 有 有

③住宅入居等支援事
業

実施の有無 有 有 有 有 有 有
住
ま
い

住まいサポートセンターで保証人がいない障
害者の入居支援を実施した。

実利用者数 人 9 5 ― ― ― ―

※
実
利
用

成年後見人等報酬助成を都包括補助事業を
活用し実施

実施の有無 有 有 ― ― ― ―
成
年
後

成年後見センター(中核機関)運営を都包括補
助事業を活用し実施

①手話通訳者・要約
筆記者派遣事業

実利用件数 件 955 802 1,104 985 1,149 1,195 89%
一
部
の
計画どおり実施した。

②手話通訳者設置事
業

実設置者数 人 5 5 5 5 5 5 100%
計
画
通
計画どおり実施した。

③失語症者への意思
疎通支援者派遣事業

実利用件数 件 ― ― 24 16 28 30 67%

計
画
通
り

事業の浸透が届きにくく予定よりも計画を下
回った。

①介護・訓練支援用
具

給付等件数 件 74 95 97 75 99 101 77%

②自立生活支援用具 給付等件数 件 154 146 137 154 142 148 112%

③在宅療養等支援用
具

給付等件数 件 131 111 116 109 116 116 94%

④情報・意思疎通支
援用具

給付等件数 件 269 226 270 300 283 292 111%

⑤排泄管理支援用具 給付等件数 件 944 1,020 1,050 1,045 1,080 1,112 100%

⑥居宅生活動作補助用
具(住宅改造費)

給付等件数 件 47 35 49 34 49 49 69%

登録者数 人 283 98 283 80 283 283 28%
辞
退
者

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、規模
を縮小して実施したため計画を下回った。

実利用者数 人 1,479 1,306 1,428 1,390 1,442 1,457 97%

延利用時間数 時間 207,160 166,295 208,508 184,133 210,594 212,699 88%

①地域活動支援セン
ター(Ⅰ型)

実施箇所数 箇所 2 2 2 2 2 2 100%

※自市町村所在施設
利用者

実利用者数 人 40 40 40 40 40 40 100%

②地域活動支援セン
ター(Ⅱ型)

実施箇所数 箇所 1 1 1 1 1 1 100%

※自市町村所在施設
利用者

実利用者数 人 20 20 20 20 20 20 100%

①地域生活支援広域調
整会議等事業

開催数 回 － － － － － －

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
の構築推進事業を地域生活支援促進事業で
実施(協議会の設置や多職種による訪問支援
等)

総
合
福
祉
セ

(4)成年後見制度利用
支援事業

(3)相談支援事業

地域生活支援事業の計画と実績

事業名等 単位
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

平
成
3
0

(1)理解促進研修・啓
発事業

(2)自発的活動支援事
業

R３
達成度
b/a  等

(8)手話奉仕員養成研
修事業

(9)移動支援事業

(11)精神障害者地域生活支援広域調整等事業

(10)地域活動支援センター

概
ね
計

概
ね
計
画
ど概
ね
計
画
ど

(5)成年後見制度法人
貢献支援制度

概
ね
計
画
ど
お
り
に
推
移
し
た

(6)意思疎通支援事業

(7)日常生活用具給付等事業

令和３年度実施状況や評価など

新型コロナウイルス感染症拡大のため、計画
より実績が下回った。

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移した。

概ね計画どおりに推移した。



①福祉ホームの運営 実利用者数 人 20 20 20 19 20 20 95%
計
画
概ね計画どおりに推移した。

②訪問入浴サービス 実利用者数 人 89 88 86 74 86 86 86%
入
院
実利用者は計画を下回った。

実施箇所数 箇所 8 8 8 8 8 8 100%

実利用者数 人 2,450 763 983 887 992 1,000 90%

④地域移行のための
安心生活支援

室数 室 3 3 3 3 3 3 100%
※
松
原
※松原けやき寮

⑤巡回支援専門員整
備

活動回数 回 200 225 550 220 660 660 40%

保
育
園
数

各施設年間2回実施を予定していたが、人員
体制確保の課題から年間各1回の実施となっ
た。

⑥点字・声の広報等
発行

実利用者数 人 811 666 450 886 820 450 197%
※
実
績
※実績は各広報物の送付者の計

⑦自動車運転免許取
得・改造費助成

実利用者数 人 17 15 10 16 10 10 160%
概
ね
計
実績は計画を上回った

⑧更生訓練費給付 実利用者数 人 50 41 ― ― ― ―

概
ね
計
画
ど
お
り
に
推
移
し
た
。

財源が交付金対応となり任意事業の対象外

③日中一時支援

(12)任意事業

実
利
用
実利用者は計画を下回った。


